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協会のホームページで受賞作品を写真で紹介しています。

4頁目のQRコードをスマートフォンで読み取るか、ブラウザで

”町田市美術協会を検索してください。



　91歳母の70年前の絵。 母は洋画家の島田章三先生と

同じ先生から絵を学び、その後は島田先生に絵を習い

ました。この絵は先生のアトリエで描いたそうです。

青い作品が多いのですが「あのころ赤は高価で、安価

だった青や白が多かっただけよ。 キャンバスも高価で

ベニヤに描いた絵。 恥ずかしいわ」 と母。 画家として

将来を期待されながらも子 (私と妹) 育てで断念した将来を期待されながらも子 (私と妹) 育てで断念した

絵の世界。 時をこえて栄え

ある賞を頂き親孝行ができ

ました。深く感謝いたします。

       文：久保田昭子(長女)

　2024年度町田フォトサロンと町田美術協会共催による、第一

回目講習会が、”忠生公園”にて開催されました。写真（8名、

うち会員2名）、水彩画スケッチ（16名、うち会員8名）の参加を

頂くことが出来ました。

　参加者の皆さんは、虫や蚊また暑さに悩まされ乍らも撮影と

制作に励んでました。園内の田圃では大勢の人が稲刈作業に

励んでいて写真班の方にはまたとないチャンス。この後、写真励んでいて写真班の方にはまたとないチャンス。この後、写真

班は会館に戻り、講師の方に今後の説明を受けて12時には終了しました。水彩画スケッチ班も12時に開館に戻り、

食事を取ったり、更に先生の直接技術指導を受けたりと１４時までの間も一生懸命制作しておられました。お預かりした

作品は、後日フォトサロンに保管されました。

　第二回目は11月16日に”薬師池公園”に場所を変えて行われます。 （担当理事　伊藤 正）

　私は、アイデアと工夫にアートを加えた“からくり木工”が

大好きで、その要となる鋸を知らない昨今の子供達を憂う

気持もあって、子供向けのからくり玩具を作っています。

今回の作品「水車が走ってるよ！」は、水車が走る訳はあり

ませんがそこに焦点を当てて、小さな子供達でも組立が出

来るように、工夫して作りました。この度の受賞は、考えても

いなかったのですが、いなかったのですが、この様な発想の製作が評価されたの

かなと思うと、大変嬉しく思いま

す。これからも子供達が一人で

も、からくり、鋸、アートが好きに

なるように、作って参ります。

ありがとうございま した。



[編集後記]    

暑くて長かった夏から、周りは一気に秋めいてきました。

今年は暖冬の予想です。今のうちにモチーフを練り、来年の

アートコンテストを目指して、意欲的な作品作りに挑戦して

参りましょう。　（Naho）
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